
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆だんだんと暖かくなってきましたね、あいぽーと周辺も白鳥たちの姿が少なくなりました。
別れと出逢いの季節でもあり…皆様、どんな春をお迎えでしょうか…。お体大切に！明るく元気で！以上！加 

 ３月７日（水）、一級河川「吸川水辺環境再生事業」で
整備を進めている一関市の河川広場で、地域や将来を担う
子供たちに河川への愛着や親しみを持ってもらえるよう、
隣接する一関市立一関小学校全児童の「将来の夢」や「願
い」等のメッセージボードを設置するセレモニーが開催さ
れました。 

 広場でのセレモニーには児童６人を含む事業関係者、地域住民ら約５０人が参加。Ａ３判のメッセージ
ボード２４枚に「将来の夢」「願い」「10年後の自分へ」「６年間の思い出」を学級ごとに記し、児童が 
地面に並べました。このボードの上にはインターロッキングブロックを設置し、広場として利用されます。 
 また、今年度整備した河川の水際に設置した飛び石の体験を行いました。 

記念撮影 
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主催：県南広域振興局土木部一関土木センター 

 北上川学習交流館『あいぽーと』では、一関遊水地
事業をはじめとした治水事業に関する資料の他、北上
川の風土と歴史、民俗と文化、過去の災害等の資料が
展示してあり、北上川をより深く知ることができます。
また、期間展示やイベントも行っています。 
 興味のある方は、是非ご来館ください。 

オーストラリアから訪れた視察団 市内の高校生が防災学習のため見学 
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